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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング；
　前記ハウジングに配置される基板；
　前記基板の一側面に配置される第１光源及び前記基板の一側面に反対面である他側面に
配置される第２光源；および
　前記第２光源の光照射線上に配置されるライトガイドを含み、
　前記ライトガイドは前記第２光源の光が入射する入射面、出射面及び前記入射面と前記
出射面間の複数個の側面を含む、ランプ。
【請求項２】
　前記ハウジングは前記基板の一側面に配置される第１ハウジング部と前記基板の他側面
に配置される第２ハウジング部を含む、請求項１に記載のランプ。
【請求項３】
　前記第１光源および前記第２光源は、所定の離隔距離（ｄ）で離隔して前記基板に設置
される、請求項１または請求項２に記載のランプ。
【請求項４】
　前記第１光源の光照射線上に配置される第１レンズと前記第１光源と前記第１レンズと
の間に前記第１レンズに離隔して配置されるディフューザーをさらに含む、請求項１～請
求項３のいずれか一項に記載のランプ。
【請求項５】
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　前記ライトガイドの一端は、前記第２光源に離隔するように配置される、請求項１～請
求項４のいずれか一項に記載のランプ。
【請求項６】
　前記ライトガイドの出射面と対向して配置される第２レンズをさらに含む、請求項１～
請求項５のいずれか一項に記載のランプ。
【請求項７】
　前記ライトガイドの複数個の側面のうち一つは、前記第２ハウジング部の内面と離隔す
るように配置される、請求項２に記載のランプ。
【請求項８】
　前記第２ハウジング部の内面には、反射部が配置される、請求項２または請求項７に記
載のランプ。
【請求項９】
　前記ライトガイドの入射面と出射面は平行でなく、前記ライトガイドの側面はおれ曲が
って形成されて前記ライトガイドの出射面は前記第２レンズに向かって配置される、請求
項６に記載のランプ。
【請求項１０】
　前記出射面は、前記第２レンズに向かって突出するように形成された、請求項９に記載
のランプ。
【請求項１１】
　テールランプとストップランプとして利用される請求項１～請求項１０のいずれか一項
に記載されたランプを具備する、車両。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はランプおよびこれを具備する車両に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、発光ダイオード（ＬＥＤ、Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）は出
力、効率および信頼性の側面で光源として有益な長所があるため、ディスプレイ装置のバ
ックライトだけでなく多様な照明装置およびランプのための高出力、高効率光源として積
極的に研究開発されている。
【０００３】
　最近、ＬＥＤは自動車の外部に設置される前照灯、フォグランプ、バックライト、車幅
灯、番号灯、尾灯、制動灯、方向指示灯、非常点滅表示灯または自動車の内部に設置され
る室内照明灯などに多様に適用され得る。
【０００４】
　そのうち車両の前方および後方にはコンビネーションランプ（ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ
　ｌａｍｐ）が着脱可能に装着されているが、これは夜間走行時に前方の車両および後続
の車両の運転者に運転者自身の走行意図を知らせて安全な走行ができるようにする。すな
わち、運転者自身の車両に乗って車両の運転者に識別可能にして防御運転ができるように
する。
【０００５】
　特に、車両の後方の左／右側に装着されるリアコンビネーションランプは、後進灯、尾
灯、制動灯、および方向指示灯が一体化される。
【０００６】
　しかし、前記リアコンビネーションランプによる照明は、光の伝達を効率化する導光板
などの部材を適用して輝度的側面から面光源に接近する方式が殆どである。
【０００７】
　したがって、従来のリアコンビネーションランプは立体的な照明の実現が難しい。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が達成しようとする技術的課題は前記問題点を解決するためのものであって、光
の照射方向が異なる少なくとも２個の光源を利用し、前記光源のうち少なくともいずれか
一つにライトガイドを配置することによって、立体的な照明が実現できる車両用ランプお
よびこれを具備する車両を提供する。
【０００９】
　実施例が解決しようとする課題は以上で言及された課題に限定されず、ここで言及され
ていないさらに他の課題は下記の記載から当業者に明確に理解されるはずである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　実施例はハウジング；前記ハウジングに配置される基板；前記基板の一側面と他側面に
それぞれ配置される第１光源および第２光源；および前記第２光源の光照射線上に配置さ
れるライトガイドを含むランプによって達成される。
【００１１】
　前記基板は、前記ハウジングが第１ハウジング部と第２ハウジング部とに区画されるよ
うに配置され得る。
【００１２】
　また、前記第１光源および前記第２光源は、所定の離隔距離ｄで相互に離隔して前記基
板に設置され得る。
【００１３】
　また、前記第１光源の光照射線上に配置される第１レンズ（ｌｅｎｓ）と前記第１光源
と前記第１レンズとの間に配置されるディフューザーをさらに含むことができる。
【００１４】
　ここで、前記ディフューザーは前記第１レンズと離隔して配置され得る。
【００１５】
　一方、前記ライトガイドの一端は前記第２光源に離隔するように配置され得る。
【００１６】
　また、前記第２光源の光照射線上に配置される第２レンズをさらに含むことができる。
【００１７】
　また、前記ライトガイドは前記第２ハウジング部の内面と離隔するように配置され得る
。
【００１８】
　また、前記第２ハウジングの内面には反射部が配置され得る。
【００１９】
　また、前記ライトガイドの一領域が折れ曲がるように形成されることによって、前記ラ
イトガイドの他端は前記第２レンズに向かって配置され得る。
【００２０】
　また、前記ライトガイドは多角形柱状に形成され得る。
【００２１】
　ここで、前記ライトガイドは、前記第２光源の光が入射する入射面；出射面；および前
記入射面と前記出射面間に配置される複数個の側面を含むことができる。
【００２２】
　ここで、前記側面のうち一部又は全部はハーフミラーであり得る。
【００２３】
　また、前記出射面は前記第２レンズに向かって突出するように形成され得る。
【００２４】
　一方、前記側面のうち一部又は全部はミラーであり得る。
【００２５】
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　また、複数個の前記第２光源のそれぞれに離隔して配置される複数個の前記ライトガイ
ドは相互に離隔して配置され得る。
【００２６】
　また、前記第１光源および前記第２光源はＬＥＤであり得る。
【００２７】
　実施例はテールランプとストップランプとして利用される前述したランプを具備する車
両によって達成される。
【発明の効果】
【００２８】
　実施例に係るランプは、光の照射方向が異なる少なくとも２個の光源を利用して立体的
な光を実現することができる。
【００２９】
　また、前記光源のうち少なくともいずれか一つにライトガイドを配置して立体的な光を
浮き彫りにすることができる。
【００３０】
　また、前記ライトガイドをハーフミラーを利用して多角形状に形成することによって、
立体的な光をさらに浮き彫りにすると共にデザインの自由度を向上させることができる。
【００３１】
　したがって、本発明の一実施例に係るランプは、光の照射方向が異なる少なくとも２個
の光源とライトガイドを利用して立体的な照明を実現すると共に、車両用ランプにおいて
デザインの自由度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】実施例に係るランプを示す斜視図。
【図２】実施例に係るランプを示す分解斜視図。
【図３】図１のＡ－Ａを示す断面斜視図。
【図４】図１のＡ－Ａを示す断面図。
【図５】実施例に係るランプにおいてハーフミラーで形成されたライトガイドの光照射を
示す図面。
【図６】実施例に係るランプにおいてミラーで形成されたライトガイドの光照射を示す図
面。
【図７】実施例に係るランプにおいてハーフミラーで形成されたライトガイドと反射部の
光反射を示す図面。
【図８】実施例に係るランプにおいてミラーで形成されたライトガイドと反射部の光反射
を示す図面。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明は多様な変更を加えることができ、様々な実施例を有することができるところ、
特定の実施例を図面に例示して説明する。しかし、これは本発明を特定の実施形態に限定
しようとするものではなく、本発明の思想および技術範囲に含まれるすべての変更、均等
物乃至代替物を含むものと理解されるべきである。
【００３４】
　第２、第１等のように序数を含む用語は、多様な構成要素の説明に用いられ得るが、前
記構成要素は前記用語によって限定されはしない。前記用語は一つの構成要素を他の構成
要素から区別する目的でのみ用いられる。例えば、本発明の権利範囲を逸脱することなく
第２構成要素は第１構成要素と命名され得、同様に第１構成要素も第２構成要素と命名さ
れ得る。および／またはという用語は複数の関連した記載された項目の組み合わせまたは
複数の関連した記載された項目のうちいずれかの項目を含む。
【００３５】
　ある構成要素が他の構成要素に「連結されて」いるとか「接続されて」いると言及され
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た時には、その他の構成要素に直接的に連結されているかまたは接続されていることもあ
るが、中間に他の構成要素が存在することもあるものと理解されるべきである。反面、あ
る構成要素が他の構成要素に「直接連結されて」いるとか「直接接続されて」いると言及
された時には、中間に他の構成要素が存在しないものと理解されるべきである。
【００３６】
　実施例の説明において、いずれか一つの構成要素が他の構成要素の「上（うえ）または
下（した）（ｏｎ　ｏｒ　ｕｎｄｅｒ）」に形成されるものと記載される場合において、
上（うえ）または下（した）（ｏｎ　ｏｒ　ｕｎｄｅｒ）は二つの構成要素が互いに直接
（ｄｉｒｅｃｔｌｙ）接触するか一つ以上の他の構成要素が前記二つの構成要素の間に配
置されて（ｉｎｄｉｒｅｃｔｌｙ）形成されるものをすべて含む。また「上（うえ）また
は下（した）（ｏｎ　ｏｒ　ｕｎｄｅｒ）」と表現される場合、一つの構成要素を基準と
して上側方向だけでなく下側方向の意味も含み得る。
【００３７】
　本出願で用いられた用語は、単に特定の実施例を説明するために用いられたものであっ
て、本発明を限定しようとする意図ではない。単数の表現は文脈上明白に異なることを意
味しない限り、複数の表現を含む。本出願で、「含む」または「有する」等の用語は、明
細書上に記載された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせ
たものが存在することを指定しようとするものであって、一つまたはそれ以上の他の特徴
や数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせたものなどの存在または
付加の可能性をあらかじめ排除しないものと理解されるべきである。
【００３８】
　異なって定義されない限り、技術的であるか科学的な用語を含めて、ここで用いられる
すべての用語は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者によって一般的に理解
されるものと同じ意味を有する。一般的に用いられる辞書に定義されているような用語は
、関連技術の文脈上有する意味と一致する意味を有するものと解釈されるべきであり、本
出願で明白に定義しない限り、理想的であるか過度に形式的な意味に解釈されない。
【００３９】
　以下、添付された図面を参照して実施例を詳細に説明するものの、図面符号にかかわら
ず、同一であるか対応する構成要素は同じ参照番号を付与し、これに対する重複する説明
は省略する。
【００４０】
　図１を参照して詳察すると、本発明の一実施例に係るランプ１は車両に設置される車両
用ランプとして利用され得る。
【００４１】
　特に、前記ランプ１は車両用リアコンビネーションランプのうちテールランプ（Ｔａｉ
ｌ　Ｌａｍｐ）とストップランプ（Ｓｔｏｐ　Ｌａｍｐ）として利用され得る。
【００４２】
　図１～４を参照して詳察すると、本発明の一実施例に係るランプ１は、ハウジング１０
０、基板２００、第１光源３００、第２光源４００、ライトガイド５００、レンズ６００
ａ、６００ｂ、光を拡散させるディフューザー７００、反射部８００およびコンバータ９
００を含むことができる。
【００４３】
　以下、本発明の一実施例に係るランプ１を説明するにおいて、第１光源３００側に設置
されるレンズを第１レンズ６００ａとし、第２光源４００側に設置されるレンズを第２レ
ンズ６００ｂと命名して説明を明確にする。
【００４４】
　したがって、レンズ６００ａ、６００ｂは、第１光源３００と第２光源４００のそれぞ
れの光照射線上の配置位置により第１レンズ６００ａと第２レンズ６００ｂとに区分され
得る。
【００４５】
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　また、第１光源３００と第２光源４００は、図２に図示された通り、複数個が基板２０
０に配置され得、ライトガイド５００も第２光源４００の個数に対応するように設置され
得る。
【００４６】
　ハウジング１００は一側に開口と収容空間Ｓを含むことができる。
【００４７】
　図３および図４に図示された通り、ハウジング１００の開口側にはレンズ６００ａ、６
００ｂとディフューザー（７００、ｄｉｆｆｕｓｅｒ）が配置され得る。
【００４８】
　レンズ６００ａ、６００ｂとディフューザー（７００、ｄｉｆｆｕｓｅｒ）は、出射す
る光の均一度（ｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）を向上させ、ソフトな光を実現できるようにする
。
【００４９】
　また、ハウジング１００の収容空間Ｓには、基板２００、第１光源３００、第２光源４
００およびライトガイド５００が配置され得る。
【００５０】
　また、ハウジング１００は前記開口の一部を覆うカバー１１０をさらに含むことができ
る。
【００５１】
　図２を参照して詳察すると、カバー１１０はレンズ６００ａ、６００ｂとディフューザ
ー７００がハウジング１００の開口側に固定され得るように支持する。
【００５２】
　基板２００は、図３および図４に図示された通り、ハウジング１００を第１ハウジング
部１００ａと第２ハウジング部１００ｂとに区画するようにハウジング１００に配置され
得る。
【００５３】
　第１ハウジング部１００ａは、第１レンズ６００ａに向かって第１光源３００から照射
される光が発散するようにする。また、第２ハウジング部１００ｂは、第２レンズ６００
ｂに向かって第２光源４００から照射される光が発散するようにすることができる。ここ
で、図３～図８を参照して詳察すると、第２ハウジング部１００ｂの内部の一面は所定の
曲率で形成され得る。
【００５４】
　また、第２ハウジング部１００ｂは、複数個の第２光源４００のそれぞれの間に光の干
渉を遮断して均一な立体的照明を実現する複数個の遮断部１２０を含むことができる。
【００５５】
　したがって、基板２００によって区分されるハウジング１００は、２個の光源３００、
４００により別個の光を照射できるため、前記ランプ１は第１ハウジング部１００ａと第
２ハウジング部１００ｂにより区分されて照射される光を通じて、立体的な照明を実現す
ることができる。
【００５６】
　一方、基板２００は基板上に回路パターンが形成された平板型のＰＣＢが利用され得る
が、必ずしもこれに限定されず、ハウジング１００の形状に従って一定の柔軟性を確保す
るために、軟性印刷回路基板（ＦＰＣＢ）が利用され得ることは言うまでもない。
【００５７】
　図２～図４を参照して詳察すると、第１光源３００と第２光源４００は基板２００の一
側面と他側面にそれぞれ配置され得る。すなわち、第１光源３００と第２光源４００は基
板２００の上面と下面にそれぞれ配置され得る。そして第１光源３００と第２光源４００
は基板２００に電気的に連結され得る。
【００５８】
　この時、第１光源３００と第２光源４００は、図４に図示された通り、基板２００の水
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平方向に相互に離隔して配置され得る。すなわち、第１光源３００と第２光源４００は、
所定の離隔距離ｄで離隔するように設置されて基板２００の一領域に熱が集中することを
防止することができる。
【００５９】
　ここで、第１光源３００と第２光源４００としてはＬＥＤが利用され得、これは本発明
の実施できる例に過ぎず、バルブのように多様な光源が利用され得ることは言うまでもな
い。
【００６０】
　図２～図４を参照して詳察すると、第２光源４００から照射される光を案内できるライ
トガイド５００は、第２ハウジング部１００ｂの内部に複数個が配置されるものの、相互
に離隔して配置され得る。
【００６１】
　また、ライトガイド５００は、一領域が折れ曲がった形状に形成され得、第２光源４０
０の光が入射する入射面５１０、出射面５２０および複数個の側面５３０を具備する多角
形状に形成され得る。
【００６２】
　図２および図３に図示された通り、ライトガイド５００は一領域が折れ曲がった四角柱
状に形成され得るが、必ずしもこれに限定されず、立体的な照明を実現するように一領域
が折れ曲がった六角柱、八角柱などの多様な多角形の形態に形成され得ることは言うまで
もない。
【００６３】
　すなわち、複数個の側面５３０は多面を有する多角形柱状のライトガイド５００を形成
できるようにする。
【００６４】
　ここで、側面５３０は、図５に図示された通り、一部の光は反射し、一部の光は外部に
透過させるハーフミラー（Ｈａｌｆ　Ｍｉｒｒｏｒ）で提供され得る。そして、複数個の
側面５３０のうち一部又は全部はハーフミラーで構成され得る。
【００６５】
　また、複数個の側面５３０は、図６に図示された通り、一部又は全部が第２光源４００
から照射される光を反射するミラー（Ｍｉｒｒｏｒ）で構成されてもよい。
【００６６】
　したがって、ハーフミラーで構成された側面５３０の場合、出射面５２０だけで光が発
散する場合よりもほのかな立体的照明を実現することができる。
【００６７】
　また、ミラーで構成された側面５３０の場合、入射面５１０を通じて入射した光が出射
面５２０を通じてのみ発散するようにする立体的な照明を実現することができる。
【００６８】
　図３および図４に図示された通り、ライトガイド５００の一端である入射面５１０は、
第２光源４００から離隔するように配置され得る。そして、他端である出射面５２０は第
２レンズ６００ｂに向かって配置され得る。
【００６９】
　すなわち、入射面５１０を通じて入射した第２光源４００の光は出射面５２０を通じて
発散し得、それによりハーフミラーで形成された側面５３０よりも多くの光が出射面５２
０を通じて発散するため、前記ランプ１は立体的な照明を実現することができる。
【００７０】
　ここで、出射面５２０は第２レンズ６００ｂと離隔して配置され得、出射面５２０の一
部は第２レンズ６００ｂに向かって突出するように形成され得る。
【００７１】
　図３および図４に図示された通り、出射面５２０は中央側が第２レンズ６００ｂに向か
って突出するように折れ曲がった形状をその例としているが、必ずしもこれに限定されず
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、立体的な照明を実現できるように凹んで折れ曲がった形状など、多様な形状に形成され
得ることは言うまでもない。
【００７２】
　したがって、突出するように形成された出射面５２０は平面状の出射面５２０よりもさ
らに立体的な照明を実現することができる。
【００７３】
　第１レンズ６００ａと第２レンズ６００ｂを通じて第１光源３００と第２光源４００か
らそれぞれ照射される光は外部に出射され得る。
【００７４】
　ここで、第１レンズ６００ａと第２レンズ６００ｂは光透過性を有する材質であればそ
の制限はなく、ガラス材質、ＰＣ（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）材質、ＰＭＭＡ（ｐｏ
ｌｙｍｅｔｈｙｌｍｅｔｈａｃｒｌａｔｅ）材質、その他の高分子樹脂等で形成され得、
これに限定されない。
【００７５】
　一方、光の均一度（ｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）を向上させるディフューザー７００は、図
４に図示された通り、第１光源３００と第１レンズ６００ａの間の光照射線上に配置され
得る。
【００７６】
　そして、ディフューザー７００は第１レンズ６００ａから離隔して設置され得る。
【００７７】
　それにより、第１レンズ６００ａとディフューザー７００の間にはエアーギャップＧが
形成され得る。そして、エアーギャップＧはディフューザー７００を通過して拡散および
出射する光の均一度（ｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）をさらに向上させることができる。
【００７８】
　一方、前記ランプ１は第２ハウジング部１００ｂの内面に配置される反射部８００をさ
らに含むことができる。
【００７９】
　反射部８００は反射度が高い物質で形成され得る。例えば、反射部８００は第２ハウジ
ング部１００ｂの内面に反射シートを付着するかまたは反射度が高い物質が塗布されて形
成され得るが、これに限定されない。
【００８０】
　反射部８００はライトガイド５００対比補助的な光を実現することができる。
【００８１】
　ライトガイド５００が第２光源４００と離隔して設置されることによって、反射部８０
０はライトガイド５００に入射していない光を反射して第２レンズ６００ｂに照射される
ようにすることができる。それにより、反射部８００はライトガイド５００の背景として
具現され得る光を第２レンズ６００ｂを通じて照射されるように実現することができる。
【００８２】
　図７に図示された通り、ライトガイド５００の側面５３０がハーフミラーで形成された
場合、反射部８００を通じて反射した光はライトガイド５００を通過して第２レンズ６０
０ｂに照射され得る。
【００８３】
　それにより、ライトガイド５００を通じて第２レンズ６００ｂに照射される光と反射部
８００に反射されてライトガイド５００を通過した後、第２レンズ６００ｂに照射される
光によって、前記ランプ１は立体的な光を実現することができる。
【００８４】
　図８に図示された通り、ライトガイド５００の側面５３０の内面だけでなく外面もミラ
ーで形成された場合、反射部８００を通じて反射した光はライトガイド５００の側面５３
０によって反射した後、第２レンズ６００ｂに照射され得る。
【００８５】
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　それにより、反射部８００に反射した光は、ライトガイド５００の側面５３０によって
反射した後に第２レンズ６００ｂに照射されるため、前記ランプ１は図７に図示されたも
のとは異なる立体的な光を実現することができる。
【００８６】
　コンバータ９００は基板２００の一側に配置され得る。ここで、コンバータ９００とし
ては、ＤＣ－ＤＣコンバータが利用され得る。そして、コンバータ９００は制御部（図示
されず）により制御され得る。
【００８７】
　したがって、前記制御部によって制御されるコンバータ９００は、第１光源３００と第
２光源のそれぞれに制御された出力電圧を提供して前記ランプ１を通じての多様な照明を
実現できるようにする。
【００８８】
　それにより、前記ランプ１の第１光源３００から照射される光は車両のテールランプの
光源として利用され得、第２光源４００から照射される光は車両のストップランプの光源
として利用され得る。
【００８９】
　本発明の実施例に係るランプ１は、光の照射方向が異なる少なくとも２個の光源３００
、４００、ライトガイド５００および反射部８００を利用して立体的な照明を実現すると
共に、車両に設置時、デザインの自由度を向上させることができる。
【００９０】
　前記では本発明の実施例を参照して説明したが、該当技術分野の通常の知識を有する者
は、下記の特許請求の範囲に記載された本発明の思想および領域から逸脱しない範囲内で
本発明を多様に修正および変更させ得ることが理解できるはずである。そして、このよう
な修正と変更に関係した相違点を添付された特許請求の範囲で規定する本発明の範囲に含
まれるものと解釈されるべきである。
【符号の説明】
【００９１】
　１：ランプ
　１００：ハウジング
　２００：基板
　３００：第１光源
　４００：第２光源
　５００：ライトガイド
　６００ａ、６００ｂ：レンズ
　７００：ディフューザー
　８００：反射部
　９００：コンバータ
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